
幅
広
い
雇
用
の
拡
大
に
向
け
、
国

が
実
施
す
る
試
行
雇
用
奨
励
金
制
度

を
活
用
し
て
、
原
則
３
カ
月
間
試
行

的
に
雇
用
す
る
市
内
中
小
企
業
者
に

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
　
▽
若
年
者
な
ど(

45
歳
未
満

の
人)

▽
中
高
年
齢
者(

45
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人)

▽
障
害
の
あ
る

人
※
い
ず
れ
も
市
内
在
住
で
、
国
が
実

施
す
る
試
行
雇
用
奨
励
金
制
度
に

よ
り
、
試
行
的
に
雇
用
さ
れ
た
人

奨
励
額
　
１
人
に
つ
き
、
月
額
１
万

２
５
０
０
円(

最
大
３
カ
月
間)

申
し
込
み
　
所
定
の
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
国
の
支
給
決
定

通
知
書
を
受
け
た
日
か
ら
30
日
以

内
に
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
へ

問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課
商
工
振

興
係
1
内
線
３
２
５
５
へ

障
害
者
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、

国
が
実
施
す
る
特
定
就
職
困
難
者
雇

用
開
発
助
成
金
制
度
を
活
用
し
て
、

障
害
の
あ
る
人
を
雇
用
し
た
市
内
中

小
企
業
者
に
、
奨
励
金
を
交
付
し
ま

す
。交

付
内
容
や
申
請
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
へ
。

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
商
工
振

興
係
1
内
線
３
２
５
５
へ
　

用
途
　
医
療
費
、
冠
婚
葬
祭
費
、
教

育
費
、
耐
久
消
費
財
購
入
費
な
ど

融
資
限
度
額
　
１
５
０
万
円

融
資
期
間
　
５
年
以
内

融
資
利
率
　
年
２
・
１
パ
ー
セ
ン
ト

(

別
途
保
証
料
が
必
要)

対
象
　
市
内
に
１
年
以
上
居
住
、
ま

た
は
市
内
の
同
一
事
業
所
に
１
年

以
上
継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
人

申
し
込
み
　
中
央
労
働
金
庫
沼
田
支

店
へ

※
労
働
金
庫
所
定
の
審
査
が
あ
り
ま

す
問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課
産
業
振

興
係
1
内
線
３
２
５
３
、
中
央
労

働
金
庫
沼
田
支
店
1

２
２
１
１

へ
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認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
対
象
に
、
家
族
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。
長
年
介
護
さ
れ
て
き
た
人

や
家
族
が
認
知
症
の
診
断
を
受
け
た

ば
か
り
で
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
な

ど
、
介
護
者
同
士
だ
か
ら
で
き
る
話

を
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

と
き

11
月
27
日(

金)

午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

研
修
室

対
象

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い

る
家
族

定
員

20
人
程
度
　
　

費
用

無
料(

要
予
約)

申
込
期
限

11
月
26
日(

木)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
1

１
１
１
２
、

県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
内

田
病
院
1

５
３
５
９
へ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
た
も
の
の
、「
実
際
に
認
知

症
の
人
と
接
し
た
こ
と
が
な
い
」、

「
い
ざ
と
い
う
と
き
認
知
症
の
人
に

ど
う
声
を
掛
け
た
ら
良
い
か
分
か
ら

な
い
」な
ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
さ

ら
に
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
、
今

回
は
認
知
症
の
人
と
の
交
流
も
通
じ

て
、
実
際
の
接
し
方
を
学
び
ま
す
。

と
き

11
月
27
日(

金)

午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

研
修
室(

現
場
体
験
は
各
事
業
所)

対
象

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
受
講
済
み
の
人

定
員

10
人

費
用

無
料(

要
予
約)

申
込
期
限

11
月
20
日(

金)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
1

１
１
１
２

へ来
年
３
月
６
日(

日)

利
根
観
光
会

館
で
行
わ
れ
る「
第
12
回
利
根
町
芸

能
祭
」の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

演
目

舞
踊
、
詩
吟
、
コ
ー
ラ
ス
、

合
奏
、
ダ
ン
ス
な
ど

対
象

利
根
町
在
住
、
在
勤
、
ま
た

は
在
学
の
人

申
し
込
み

12
月
18
日(

金)

ま
で
に

出
演
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
利
根
町
芸
能
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
へ

問
い
合
わ
せ

利
根
町
芸
能
祭
実
行

委
員
会
事
務
局(

利
根
公
民
館
内)

1
内
線
４
３
へ

対
象
住
宅

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
し
た
一
戸
建
て
住
宅
、

ま
た
は
併
用
住
宅(

住
宅
部
分
の

床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
の
も
の)

で
、
平
屋
建
て
、
ま
た
は
二
階
建

て
の
も
の

対
象
者

①
対
象
住
宅
を
所
有
し
、

居
住
し
て
い
る
人
②
市
税
の
滞
納

が
な
い
人

募
集
戸
数

７
戸

費
用

１
０
０
０
円(

耐
震
診
断
者

交
通
費
）

問
い
合
わ
せ

建
設
課
建
築
指
導
係

1
内
線
４
２
１
７
へ

受
験
資
格

中
卒(

見
込
み
を
含
む)

で
17
歳
未
満
の
男
子

試
験
日

来
年
１
月
23
日(

土)

試
験
場
所

勢
多
会
館(

前
橋
市)

申
込
期
限

来
年
１
月
８
日(

金)

※
別
途
、
推
薦
試
験
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
自
衛
隊
沼
田
地
域

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊

沼
田
地
域
事
務
所
1

４
１
１
１

へ
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認
知
症
家
族
交
流
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

お
知
ら
せ

ご
利
用
く
だ
さ
い

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
支
援
奨
励
金
制
度

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を

開
催
し
ま
す

第
12
回
利
根
町
芸
能
祭
の
出
演
者
を

募
集
し
ま
す

募
　
　
集

ご
利
用
く
だ
さ
い

特
定
求
職
者
雇
用
企
業
奨
励
金
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い

勤
労
者
生
活
資
金
融
資

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
を

募
集
し
ま
す

ひとり親家庭の皆さんへ
｢親子そばうち体験教室｣

の参加者募集
とき 11月29日(日)午前10時～午後１時30分

ところ 南郷の曲屋(利根町日影南郷１５８-１)

対象 市内在住のひとり

親家庭の親子(子ども

は18歳以下)、寡婦

定員 30人(先着順)

参加費 １人500円

申込期間 11月５日(木)

～20日(金)

申し込み・問い合わせ
母子会事務局・子ども

課子育て支援係内(東原

庁舎内)1内線７７２５

７へ

秋季全国火災防止運動
11月９日(月)～15日(日)

『無防備な　心に火災が　かくれんぼ』

これからの季節は空気が乾燥し火災が発生しやすい気候となり
ます。また、暖房器具を使用する機会が増え、住宅での火災が発
生しやすい傾向にあります。
■掛け替えのない命と大切な財産を火災から守るために
火災発生件数で最も多いのが建物火災です。昨年、市内で30件

の火災が発生しましたが、そのうち建物火災が16件と全体の約５
割を占めています。
火災は、大切な財産を一瞬のうちに灰にしてしまうだけでなく、

そこに住んでいる掛け替えのない命までも奪ってしまいます。
出火を未然に防ぐために、次の３つの習慣を身に付けておくこ

とが大切です。
①寝たばこは、絶対にやめる
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する

③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
■火災の早期発見が鍵
住宅火災を未然に防ぎ、自分の身を守るためにも次の４つの対

策が有効です。
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
②寝具や衣類、カーテンなどからの火災を防ぐために、防炎品を
使用する

③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制
をつくる
身の回りで火災を防ぐポイントは他にもたくさんあります。ぜ

ひ、この機会に再確認してみましょう。
問い合わせ 防災対策課消防係1内線３３６３へ


